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理学療法学科学生における国家試験受験前の気分状態と

Ⅰ．はじめに
大学生にとって、大学生活は決して楽しいことば

かりではなく、入学から卒業までの間に多くのスト
レスに曝される。入学直後は慣れない環境の中で、
友人や教員と良好な人間関係を築き始めなければな
らない。また、進級するにつれて習得すべき科目が
増え、学習量も多くなる。さらに、卒業が間近にな
ると、就職に向けたさまざまな困難にも直面する。
このような状況の中では、健全な心理状態の均衡を
崩す学生も出てくることが予想される。

事実、教育の現場では多くの大学生が深刻な心理
的問題を抱えながら学生生活を送っていることが報
告されている。文部科学省の調査1）では、学生相談
機関を設置している大学の61.7％において、学生相

談の件数が増加していた。また、大島2）による400
余りの大学を対象とした調査でも、来談学生の増加
が確認されている。学生の相談内容はさまざまであ
るが、岩田ら3）によると、精神疾患に関する相談が
増加していた。内田4） の調査では、1985年から
2005年までに987人の大学生が自殺により命を落と
しており、そのうち、精神疾患の診断を受けていた
学生の58％が気分障害や神経性障害、ストレス関
連障害などであった。このような実情を考えると、
大学教員も学生の心理的ストレスや気分異常に目を
向け、心理的支援をぜひとも行わなくてはならな
い。

一般的な文系・理系の学生と比べて、とりわけ医
療・福祉系の学生では、厳しい進級条件や臨床実
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習、最終年度での国家試験受験（以下、「国試受験」）
など、特異なストレスに接する機会が多い。国試受
験前にみられる学生の身体的・精神的ストレスの状
況については、市丸ら5）や大西ら6）による調査や諸
家の報告があり、これらは生化学的な手法を用い
て、あるいは、牛木ら7）や田川ら8）のように心理的
ストレス反応も加えて調査されている。それらの対
象学科は、医学科7）、医療系全般8）、歯学科9）、臨
床検査技師学科7、10、11）、作業療法学科7）と多岐に
わたる。大口12）は看護短大学生を対象として調査
し、国家試験の２ヵ月前、１ヵ月前、１週間前の学
生の気分状態を明らかにした。これらの報告に共通
する知見は、学科を問わず、医療・福祉系の学生は
国家試験直前に強いストレス状態に置かれていると
いうことであった。

しかし、理学療法学科学生に関するストレス関連
の研究は、定期試験13）や実習14、15）を対象事項とし
たものが多く、国試受験に関する研究においては、
渉猟しえた範囲では牛木ら7）と我々16）による報告
のみであった。我々16）は以前、理学療法学科学生
４年生を対象に、国試受験の４ヵ月前から直前まで
の学生の気分状態を調査した。その結果、特に受験
が迫るにつれて学生の気分状態が悪化すること、お
よび、在学中の成績が不良である学生らは比較的強
い気分異常を示すことを報告した。しかし、これは
１学年のみを対象とした調査であったため対象数が
少なく、また、在学中の気分状態と国家試験の成績
との関連について未検討であった。多数のデータか
ら得られる受験直前の学生の気分状態に加えて、気
分状態と国家試験成績の関連を明らかとすることが
できれば、学生への学習指導や、適切な心理的支援
を行うための一助とすることができると考えられ
る。

そこで、今回は、心理的支援の基礎データとする
ために、理学療法学科学生４年生を対象とした２年
間にわたる調査結果から、国家試験直前の気分状態
の調査に加えて、気分状態と国家試験成績との関連
について検討を行った。

Ⅱ．対象と方法
対象は４年制私立大学理学療法学科に在籍した

2016年度の４年次生と2017年度の４年次生とした。
そのうち、国家試験を受験し、その自己採点結果を
報告した合計129名（2016年度生54名、2017年度
生75名、男性72名、女性57名、平均年齢22.0±0.7
歳）を調査対象とした。

調査は、集合調査法により、個別自記入形式の質
問紙を用いて行った。調査実施にあたっては、事前
に大学倫理委員会の承認を受け（承認番号16038）、
初回調査開始前に、対象者に研究内容を書面による
提示と口頭で十分に説明し、書面による同意を得た
後に調査を行った。

対象学生は、４月～９月下旬に総合臨床実習を終
了し、その後は全学生が国試受験に向けた集中学習
を開始していた。気分状態の調査時期は、我々16）

の前回の調査結果を踏まえ、ネガティブな気分状態
が最も高くなる受験１週間前の２月中旬とした。本
研究では学生の「気分状態」と「国家試験自己採点
結果（以下、「国試成績」）」を調査対象とした。な
お、本研究では学生の「気分状態」を心理状態と同
義として扱った。

気 分 状 態 の 評 価 に はProfile of Mood States 
Second Edition（ 以 下、「POMS2」） を 使 用 し た。
POMSの初版は1950～1960年代に精神医学・心理
学分野において気分状態や気分変化への関心が高ま
るなかで、簡便かつ経済的に実施できる気分評価
ツールとしてHeuchertとMcNairにより開発され
た。その後、POMSは改訂され、現在でも多くの心
理学的研究に利用されている。POMS2は横山の監
修により日本語に翻訳17）され、これに関しても高
い信頼性と妥当性が証明されている。本研究では、
正規版（66項目）と同様の結果が得られる上に、
項目数が少なく調査時間も短いため被検者の負担が
少ない成人用短縮版（35項目）17）を使用した。回答
者には「今日を含めて過去１週間の気分」に関する
設問に対し、提示された気分が「まったくなかっ
た」「少しあった」「まあまああった」「かなりあっ
た」「非常に多くあった」の５つの選択肢から回答
させた。それらの結果から、ネガティブ気分を示す
下位尺度（以下、ネガティブ尺度）である「怒り－
敵意」「混乱－当惑」「抑うつ－落込み」「疲労－無
気力」「緊張－不安」の５項目と、ポジティブ気分
を示す下位尺度（以下、ポジティブ尺度）である

「活気－活力」「友好」の２項目の得点を算出した
（各20点満点）。さらに、ネガティブ尺度５項目の
合計点から、ポジティブ尺度の「活気－活力」の得
点を引いて、ネガティブな感情全般を示すといわれ
る「総合的気分状態」（Total Mood Disturbance

〔100点満点〕）を算出した＊1。
２月下旬に実施された国家試験は、午前100問・

午後100問の合計200問で構成されており、得点率
60％がおよその合格基準とされている。対象学生は
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試験翌日に自己採点を行い、平均得点率は2016年
度で76.2％（最低～最高：63.7～86.7％）、2017年度
で71.6％（最低～最高：58.8～82.8％）であった。
なお、試験翌日の自己採点には専門業者が速報とし
て発表した解答を用いたが、本研究では４月以降に
厚生労働省が公表した正式な解答を基に、改めて採
点した結果を採用した。国家試験の結果は、128名
が合格、１名が不合格であった。

本研究では、以上の方法により収集されたデータ
から、受験前の気分状態と国家試験成績との関連を
検討するために３つの分析を行った。初めに、受験
者全体および男女別の気分状態を算出し、横山らの
報告による平均値17）と比較した。二つ目に、国試
成績から受験者を高値群と低値群に分けて、群間に
みられる気分状態の違いを検討した。三つ目は、受
験者全員を対象に、受験１週間前の気分状態と国試
成績との相関を分析した。

国試成績の高低によるPOMS2下位尺度の違いに
ついて検討するにあたり、対象者を以下の方法によ
り得点高値群と得点低値群に分けた。それぞれの受
験年度において平均点を算出し、１標準偏差以上を
成績高値群（2016年：226点以上、2017年：211点
以上）、１標準偏差以下を成績低値群（2016年：
201点以下、2017年：181点以下）に設定した。前
述の方法により分けられた高値群と低値群につい
て、POMS2下位尺度の差をMann-WhitneyのU検
定により検定した。

受験１週間前におけるPOMS2下位尺度と国試成
績にみられる関連の検討には、Spearmanの順位相
関係数を算出することで両者の相関を分析した。こ
れに関しては、国家試験の難易度や平均点が年度に

より異なることから、２つの受験年度別に分析を
行った。なお、検定に先んじてPOMS2全尺度と国
試成績のデータについて正規性検定を実施した結
果、正規分布していない項目が認められたことか
ら、統計学的検定にはノンパラメトリック検定を用
いた。

統計学的解析にはSPSS Statistics ver24（IBM社
製）を使用し、すべての検定の有意水準を５％に設
定した。

Ⅲ．結果
全対象者129名の国試受験１週間前のPOMS2下

位尺度の結果を表１に示す。加えて、男女別に下位
尺度の得点を算出し、横山ら17）により報告されて
いる「成人平均値」（以下、「平均値」）と「精神疾
患を有する成人の平均値」（以下、「精神疾患平均
値」）を並記した。この平均値は18歳以上の成人
2,787名からの回答を基に算出されているものであ
り、そのうち精神疾患（気分障害、強迫性障害、睡
眠障害などを含む）を治療中と答えた回答者の平均
点を算出したものが、精神疾患平均値である。男女
ともに、すべてのネガティブ気分を示す尺度得点と
気分障害の程度を示す「総合的気分状態」が平均値
を上回り、その中でも男女の「混乱－当惑」「疲労
－無気力」「緊張－不安」と、女性の「総合的気分
状態」の得点は、精神疾患平均値をも超えていた。
一方、ポジティブ尺度である「活気－活力」と「友
好」の得点は、成人平均値と同様か、やや上回って
いた。

次に、国試成績により群分けした成績高値群と成
績低値群における受験１週間前の気分状態を表２に

表１　国家試験受験前の学生にみられる気分状態（平均値との比較）
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示す。全129名のうち、21名が成績高値群に、25名
が成績低値群に分類された。群間で比較すると、全
てのネガティブ尺度得点と「総合的気分状態」にお
いて、成績低値群が成績高値群よりも高い値を示し
ていた。その中でも、「混乱－当惑（p＝.034）」「抑
う つ－ 落 ち 込 み（p＝.021）」「 疲 労－ 無 気 力（p
＝.045）」「緊張－不安（p＝.001）」「総合的気分状態

（p＝.014）」で、統計学的な有意差がみられた。一
方、ポジティブ気分である「活気－活力」「友好」
の得点は、成績低値群が成績高値群をわずかに上
回っていた。

国試成績とPOMS2尺度との相関を、2016年度生
および2017度生別に示したのが表３である。2016
年 度 生 で は、「 抑 う つ－ 落 込 み（r＝－.346、p
＝.010）」「疲労－無気力（r＝－.298、p＝.029）」「緊
張－不安（r＝－.445、p＝.001）」「活気－活力（r＝
－.290、p＝.033）」「総合的気分状態（r＝－.321、p
＝.018）」において、両得点に有意な負の相関がみ
られた。また、2017年度生においては、「抑うつ－
落 込 み（r＝－.253、p＝.029）」「 緊 張－ 不 安（r＝
－.296、p＝.010）」「総合的気分状態（r＝－.228、p
＝.049）」において有意な負の相関がみられた。

Ⅳ．考察
本研究では、２年間の調査から、国試受験を控え

た理学療法学科４年生にみられる受験直前の気分状
態を調査し、さらに気分状態と国試成績との関連に
ついて検討した。その結果、受験直前の学生全体に
おいて、特に女性で顕著にネガティブ気分が強い傾
向がみられ、さらに国試成績が悪い学生には、より
ネガティブ気分が高まりやすい傾向がみられた。

対象学生全体および男女別における気分状態につ
いて以下に述べる。国試受験直前にみられた対象学
生全体のネガティブ尺度得点は、すべての項目にお
いて男女の「成人平均値」を上回っていた。また、
男女別で比較した場合では、男女ともにネガティブ
尺度５項目のうち３項目（「混乱－当惑」「疲労－無

気力」「緊張－不安」）の得点が、精神疾患平均値を
超えていた。また、気分異常全般の程度を示す「総
合的気分状態」の得点は男女ともに平均値を上回
り、さらに、女性では精神疾患平均値より高値で
あった。上述の結果から、国試受験を控えた学生の
気分状態は強いネガティブ状態にあり、深刻な気分
の問題を有していることに加え、性差の視点から
は、女性においてよりその傾向が顕著であることが
明らかとなった。これら受験前の学生がネガティブ
な心理状態を呈すという結果は、従来における学生
の心理状態に関する研究結果８～10、12、13）を支持する
ものであり、男性より女性において、不安や不適応
を生じやすくストレスを感じやすい傾向があること
も、同様に諸家の報告8、12、18～20）と一致するもので
あった。また、我々16）の以前の調査とも同様な知
見が得られ、それらを補完する結果となった。

以下に、学生の国試受験直前の気分状態と国試成
績との関連について述べる。対象学生を国試成績に
より高値群と低値群に分けて受験直前の気分状態を
比較した結果、成績低値群でネガティブな気分が強
くなる傾向がみられた。すなわち、成績低値群で
は、「怒り－敵意」を除くネガティブ尺度得点にお
いて成績高値群より有意に高い値を示していた。加
えて、全対象者から得られたPOMS2尺度得点と国
試成績との相関関連からも、採点結果が低いとネガ
ティブ気分が高まるという傾向が明らかとなった。
2016年度生および2017年度生に分けてPOMS2尺
度得点と国試成績との相関を分析した結果、2016
年度生では「抑うつ－落込み」「疲労－無気力」お
よび「総合的気分状態」において弱い負の相関がみ
られ、さらに「緊張－不安」にはかなり強い正の相
関がみられた21）。また、2017年度生においては「抑
うつ－落込み」「緊張－不安」および「総合的気分
状態」において弱い負の相関がみとめられた。これ
らの結果から、国試成績が不良な学生、つまり、受
験前の学習・知識が不十分と考えられる学生ほど、
受験直前には強い緊張と不安を伴った抑うつ状態を

表２　国家試験成績の高低による受験前にみられる気分状態の違い（成績高値群VS成績低値群）
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呈しやすいことが示唆された。
本研究で得られた以上の結果をまとめると、国試

受験前の学生は総じてネガティブ気分が強く、それ
は男性より女性に顕著にみられた。加えて成績が不
良な者ほど強い気分不良の状態となり、その中でも
身体・心理的な緊張と不安および抑うつ状態が強く
なることが示された。従来、国試成績とストレスの
関連に着目した研究は少ないが、伊藤ら10）は、臨
床検査技師学科学生を対象としてストレスと国試成
績との関連を報告している。それによると、受験２
日前に採取した唾液に含まれるストレス関連物質を
ストレスの指標として、国試成績との関連を検討し
た結果、両者間に相関がみられ、成績が不良な学生
ほどストレスが高まることが明らかになった10）。本
研究から得られた知見も伊藤らの報告 10）を支持す
るものであった。

以前、我々16）は理学療法学科学生を対象に、在
学中の成績と気分状態について報告し、卒業が困難
であった成績不良な学生に重度な気分不良がみられ
たことを報告した。今回の研究では学生の最終的な
帰結ともいえる国試成績を新たな変数として、学生
の受験前における気分状態との関連を考察した。そ
の結果、学科を修了して国家試験を受験した学生の
中においても、試験内容に関する知識・理解が低い
学生ほど気分不良が強くなることが明らかになっ
た。現在まで、このような方法により学生の気分状
態を検討した報告は見当たらず、本研究は新たな視
点による検討として位置づけられる。

本研究で得られた知見から、教員による学生への
心理的支援方法について提案したい。教員は在学中
から学生の気分状態に配慮し、受験にあたり、知識
や理解の不十分な学生に対しては、特に手厚い援助
をする必要があると考える。つまり、教員による学
生への学習支援は当然であるが、定期的に知識や理
解度の確認を行い、それらが不良な学生に対しては
頻回に面談を実施することで学生の気分状態を把握
するべきである。そして、必要に応じて声かけや傾

聴、場合によっては心理カウンセラーなどの専門職
への橋渡しなどを行う必要があると考えられた。

最後に本研究の限界と問題点および課題は以下の
３点である。第１に、本調査では、学生の気分状態
と国試成績の相関の程度に年度間で差がみられた
が、この結果は同じ４年次生であっても年度によっ
て、学習方法の違いや学生間の人間関係および学習
に対する士気の違いなどにより、気分状態に違いが
生じる可能性があることを示している。第２に、概
して学生のポジティブ尺度得点が比較的高く、また
一部のポジティブ尺度と国試成績との間に弱い負の
相関がみられた結果については、今回解釈すること
が困難であった。今後は特に成績低迷者について、
相反するネガティブ気分とポジティブ気分が共存す
る複雑な心理状態についても検討の余地があると考
えている。第３に、本研究の結果は単一の理学療法
学科内における2016と2017年度の卒業生を対象と
して導かれたものでものである。したがって、今後
は結論の普遍性を検証するために、多施設や多年度
にわたって調査を行う必要がある。

Ⅴ．結語
本研究では理学療法学科学生に対する心理的支援

の基礎データを得るために、国試受験前の気分状態
と国試成績との関連について検討した。既報の平均
値との比較の結果、国試受験を控えた学生の気分状
態はネガティブな状態が強く、特に女性ではその傾
向がより顕著であることが再確認された。また、国
試成績の高低による検討の結果、成績が不良な学生
ほど受験直前に重度な気分不良を呈しやすいことが
示唆された。これらの結果より、国試受験前の学生
に対する心理的支援は、性差や学習成績を考慮して
実施する必要があると考えられた。

【注】
１．POMS2で高得点を示す成人に共通する特徴：

「怒り－敵意」（いらいらしやすい、不機嫌にな

表３　国家試験成績と気分状態の相関関係　
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る、怒りをあらわにする）；「混乱－当惑」（混
乱する、考えがまとまらない）；「抑うつ－落込
み」（自分は価値のない人間であると感じる、
孤独を感じる、悲しい、罪悪感）；「疲労－無気
力」（疲れきって元気が出ない）；「緊張－不安」

（気が立っている、震える）；「活気－活力」（活
気があり、ポジティブな感情を感じる）；「友
好」（他者に対してポジティブな感情を感じ
る ）；「 総 合 的 気 分 状 態（Total Mood 
Disturbance）得点」（高値であれば情動機能に
関する問題を抱えていることを示す）。

　　【出典：J. P. Heuchert and D. M. McNair〔著〕
「POMS2日本語版マニュアル」p.31より抜粋。】
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